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　このたび，北海道大学名誉教授加藤

熈先生が 1994 年に出版し，好評で 7

刷を重ねた『最新歯周病学』の改訂版

ともいえる『新版　最新歯周病学』が

出版された．加藤先生は，大学を退官

された現在も，臨床・研究・講演・後

輩への教育活動など大変に御活躍中で

ある．

　本書の特長は，まず著者が序文で述

べているように，内容のフィロソフィー

が一貫しているところである．欧米の

有名な成書も基本的には共著であり全

体的に統一感に欠ける場合もみられ

る．次に基礎的な研究と臨床のケース

がうまくエンゲージするように書かれ

ていて，基礎の研究者にも臨床的な示

唆を与えるようになっており，臨床家

にとっても臨床の課題の基礎的な理解

ができるようになっている．さらに基

礎的な研究内容は，加藤先生と加藤先

生の指導や共同で研究されたことが軸

になっており，それらに欧米の知見も

加えて豊富な内容となっている．とも

すれば欧米の理論に自身のケースを合

わせるといったものが多いなかで，臨

床ケースも著者の長期観察のものが中

心になっており，しかも著者の研究の

コンセプトの延長線上に沿った貴重な

内容となっている．

　今回の本は，1994 年版の内容に多

くの新しい情報が加えられ，ペリオド

ンタルメディシンの章をはじめとして

歯周病と全身疾患との関係およびリス

クファクターが述べられている．さら

に愛弟子である福岡歯科大学の坂上竜

資教授，北海道大学の菅谷勉准教授と

共同で書かれた「垂直歯根破折による

歯周病変と治療」と「歯周病患者にお

けるインプラント治療」の 2 章が追

加されている．

　「垂直歯根破折による歯周病変と治

療」の章は他書にない内容となってい

る．垂直歯根破折は長期に臨床を行っ

ていると非常に重要な課題であり，そ

の原因や対応法を知ることは治療効果

の長期維持のために不可欠である．垂

直歯根破折の原因論を含めた基礎的な

研究に加えて臨床的な対応法が書かれ

ており，基礎分野の研究者にも臨床家

にも役立つ内容となっている．

　インプラントは，歯周病患者の治療

のオプションとして不可欠になりつつ

あるが，歯周病患者は歯周病に罹患し

ていない患者に比較して予後がよくな

いといわれている．「歯周病患者にお

けるインプラント治療」の章では，こ

れらを踏まえながら基礎的なことから

臨床ケースまで解説されている．

　さらに著者は，歯周病治療における

MTM（限局矯正）の研究の第一人者

である．MTMは重度歯周病の治療に

は欠かせない技術の 1 つであるが，

その基礎的な考え方とともに臨床術式

などが述べられ，長期のケースが提示

されている．MTMに関してさらに勉

強したい方は，加藤先生による『臨床

家のための歯周病患者の局所矯正治

療』（2007 年，医歯薬出版）を読まれ

ることを勧める．

　本書は，学生の教科書として優れて

いるとともに，大学の研究者，また私

のような開業臨床家にとっても必読の

書である．多くの歯科関係者に読まれ

その成果が多くの患者さんに利益をも

たらすことを願って読後感とする．
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